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◇
各
教
化
団
体
役
員
改
選 

新
年
度
に
入
り
、
任
期
満
了
を
迎
え
た
各
教
化
団
体
で
、
役

員
改
選
が
行
わ
れ
た
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
敬
称
略
） 

【
仏
教
婦
人
会
連
盟
】 

委 

員 

長
：
元
井 

和
代
（
若
神
・
報
谷
仏
婦
） 

副
委
員
長
：
笹
井
真
由
美
（
水
波
・
瑳
能
仏
婦
） 

大
場 

洋
子
（
関
野
・
仏
子
仏
婦
） 

大
井 

春
美
（
若
神
・
称
名
寺
仏
婦
） 

書 
 

記
：
竹
林 

順
子
（
糸
岡
・
若
林
仏
婦
） 

草
野
美
輪
子
（
射
水
・
浄
立
寺
仏
婦
） 

会 
 

計
：
養
藤 
 

薫
（
五
位
・
西
光
寺
仏
婦
） 

椎
原
千
佳
子
（
新
湊
・
お
お
の
道
仏
婦
） 

監 
 

事
：
橋
爪 

照
代
（
川
上
・
信
楽
仏
婦
） 

鏡
内 

幸
子
（
氷
見
東
・
氷
見
東
仏
婦
） 

 

【
仏
教
壮
年
会
連
盟
】 

理 

事 

長
：
山
本 

譲
治(
氷
見
東
・
氷
見
東
組
仏
壮
） 

副
理
事
長
：
村
田 

義
弘
（
五
位
・
西
光
寺
仏
壮
） 

 
 
 
 

：
河
原 

健
正
（
糸
岡
・
大
乗
仏
壮
） 

 
 
 

監 
 

事
：
中
島 

新
治
（
砺
波
・
真
光
寺
仏
壮
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

前
坪 

 

孝
（
射
水
・
金
山
仏
壮
） 

 

【
講
社
連
盟
】 

 
 
 

会 
 

長
：
小
林 

秀
司
（
砺
波
・
二
十
二
日
講
） 

 
 
 

副 

会 

長
：
藤
井 

成
正
（
若
神
・
十
三
日
講
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

松
田 

吉
孝
（
川
上
・
信
楽
講
） 

 
 
 

監 
 

事
：
宮
長 

 

晋
（
射
水
・
二
十
日
講
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

村
家 

利
男
（
射
水
・
十
日
講
） 

※
詳
し
く
は
、
今
後
発
行
予
定
の
実
践
運
動
推
進
計
画
書
を

ご
清
覧
く
だ
さ
い
。 

 

★
二
〇
二
〇
年
度
門
徒
推
進
員
中
央
教
修 

 
 
 
 
 

中
止
の
お
知
ら
せ 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
た
め
、
二
〇
二
〇

年
五
月
・
七
月
・
九
月
・
十
月
に
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま

し
た
二
〇
二
〇
年
度
の
門
徒
推
進
員
中
央
教
修
は
全
四
回

と
も
全
て
中
止
と
な
り
ま
し
た
こ
と
を
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。 

 

な
お
、
す
で
に
申
し
込
み
い
た
だ
い
た
方
に
は
個
別
に
中

止
の
ご
案
内
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
こ
と
を
申
し
添
え
ま

す
。 
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念仏のこころに

生きる生活を 
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念仏のこころに

生きる生活を 

得度習礼講習会・考査のお知らせ 

  

この度、本年度の講習会・考査を下記のとおり開

催いたします。 

「得度願」提出予定の方には講習会受講が、原則、

必須となっておりますので、ご準備よろしくお願い

いたします。 

尚、申込用紙は教務所にございます。４０日前（７

月１７日）までに申し込みが必要です。 

記 

１．期日 ８月２６日（水）～２８日（金） 

※（講習会２日・考査１日） 

２．会場 福光教堂 

（南砺市福光９７４－２） 

２０２０ 

５月号 
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◆
二
月
に
『
第
２
回
ビ
ハ
ー
ラ
研
修
会
』
開
催 

二
月
二
十
二
日
（
土
）
、
ビ
ハ
ー

ラ
高
岡
（
林
史
樹
会
長
）
が
公
開
講

座
で
研
修
会
を
行
っ
た
。
講
師
に
坪

田
佳
奈
さ
ん
（
社
会
福
祉
士
、
歩
む

会
～A

n
d

a
n

te
～
代
表
）
を
迎
え
～

「
社
会
モ
デ
ル
」
の
視
点
か
ら
～
と

い
う
テ
ー
マ
で
講
演
と
意
見
交
換

会
を
行
っ
た
。
六
百
七
十
五
グ
ラ
ム

の
超
低
出
生
体
重
児
で
生
ま
れ
た

坪
田
先
生
は
二
十
一
歳
で
脳
性
ま

ひ
と
診
断
を
さ
れ
、
様
々
な
葛
藤
の

中
か
ら
ご
自
身
が
出
来
る
事
を
紹

介
し
、
そ
の
一
つ
に
段
差
な
く
ス
ム

ー
ズ
に
車
イ
ス
が
入
れ
る
お
店
を

増
や
し
て
い
き
た
い
と
し
て
活
動

中
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
た
。 

ま
た
社
会
福
祉
士
と
し
て
障
害

者
へ
の
関
わ
り
方
、
無
意
識
に
障
害

者
と
し
て
見
て
い
る
の
で
は
な
く

人
と
し
て
見
る
事
の
大
切
さ
を
話

さ
れ
、
「
障
害
と
は
日
常
生
活
に
困

っ
て
い
る
か
ど
う
か
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
、
困
っ
て
い
る
こ
と
を
ひ
と
つ

で
も
減
ら
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
言
わ
れ
た
。 

そ
し
て
「
社
会
モ
デ
ル
」
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
、
昔
と
今
の
違
い
は
、
二

〇
一
三
年
に
社
会
や
環
境
に
つ
い
て
の
変
化
や
障
害
者
を
正
当
な
理
由
な
く

差
別
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
障
害
者
差
別
解
消
法
の
制
定
か
ら
、
合
理
的
配

慮
（
障
害
の
あ
る
人
が
障
害
の
な
い
人
と
平
等
に
、
一
人
ひ
と
り
の
特
徴
や

場
面
に
応
じ
て
発
生
す
る
障
害
・
困
難
さ
を
取
り
除
く
た
め
の
、
個
別
の
調

整
や
変
更
の
こ
と
）
に
よ
っ
て
自
信
を
も
っ
て
様
々
な
お
店
や
電
車
等
を
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
述
べ
ら
れ
、
出
来
て
い
く
こ
と
が
増
え
て
い
っ

た
と
言
わ
れ
た
。
休
憩
後
、
講
演
内
容
の
質
問
や
生
活
の
中
の
疑
問
等
に
つ

い
て
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
終
了
し
た
。 

ビ
ハ
ー
ラ
高
岡
で
は
次
年
度
も
公
開
講
座
で
の
研
修
会
を
開
催
し
て
い
く

予
定
で
あ
る
。 

                                

宗会議員選挙人名簿の縦覧について 

中央選挙管理委員会において作製されました本年の宗会議員選挙人名簿（令

和２年４月１日現在調査のもの）を５月１日付で各組組長事務所に送付いたし

ております。 

つきましては、下記事項についてご留意いただきますようご連絡いたしま

す。 

記 

１，選挙人名簿の縦覧期間は、令和２年５月１５日より５月末日までの期間で

す。 

２，縦覧者（選挙人）は名簿の選挙人押印欄に押印しないこと。 

  ※押印した選挙人名簿は無効となり、選挙に使用できなくなります。 

３，選挙人本人又は縦覧者が、選挙人名簿に脱落又は誤記があると認めたとき

は、訂正の申し立てをすることができます。 

 ※特に令和２年４月１日時点で既に死亡されている方が記載されている場

合は削除の必要がありますのでご注意下さい。 

※改姓・改名、所属寺変更、転入、転出については、令和２年４月１日時点

でまだ手続が完了していないものは、訂正の対象とはなりません。また、令

和２年４月１日の時点で成人に達していない方も名簿に登載しておりませ

ん。 

上記のことにご留意いただき、名簿に脱落又は誤記があると認めたときは、

縦覧期間内（５月１５日から５月末日まで）に各組長事務所までご連絡下さ

い。                 

 以 上 
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◇
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
の
コ
ー
ナ
ー 

コ
ロ
ナ
禍
と
寺
檀
制
度 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
で
外
出
の
自
粛
が
広
が
り
、
経
済
活
動
が
一

気
に
停
滞
し
て
い
ま
す
。
飲
食
・
宿
泊
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
は
じ
め
売
り
上
げ
が
急

減
す
る
企
業
が
相
次
ぎ
、「
コ
ロ
ナ
関
連
倒
産
」
と
い
わ
れ
る
経
営
破
綻
も
目
立
ち
始

め
て
い
ま
す
。
我
が
宗
門
に
お
い
て
も
、
本
山
本
願
寺
だ
け
で
な
く
、
一
般
寺
院
の

経
済
的
疲
弊
は
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
は
予
期
で
き
な
か
っ
た
こ
と
と
は
い
え
、
私
た
ち
の
生
活
が
い

か
に
脆
い
経
済
的
基
盤
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
た
か
を
白
日
の
下
に
さ
ら
し
ま
し
た
。

ま
た
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
は
、
目
に
見
え
な
い
と
い
う
点
で
は
放
射
能
と
同
じ
な
の
で

す
が
、
放
射
能
が
計
測
で
見
破
る
こ
と
が
で
き
る
の
に
対
し
、
あ
る
か
な
い
か
も
分

か
ら
ず
、
な
ら
ば
あ
る
も
の
と
し
て
接
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
人
間
同
士
に
深
刻

な
差
別
・
分
断
を
生
ん
で
い
ま
す
。
人
間
の
強
み
で
あ
る
連
帯
を
阻
ま
れ
、
頼
る
あ

て
の
な
い
個
々
の
人
間
は
、
自
ら
の
「
無
力
・
無
能
」
を
当
た
り
前
で
あ
る
か
の
よ

う
に
振
舞
い
、
政
府
や
地
方
自
治
体
の
救
済
方
針
に
全
面
的
に
身
を
委
ね
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
た
と
い
困
難
で
あ
っ
て
も
、
お
互
い
に
自
ら
の
智
慧
を
出
し

合
い
な
が
ら
連
帯
し
て
い
こ
う
と
の
自
立
し
た
姿
勢
は
残
念
な
が
ら
ほ
と
ん
ど
み
ら

れ
ま
せ
ん
。
そ
の
結
果
招
来
さ
れ
る
も
の
は
、「
押
し
つ
け
」
と
「
お
ま
か
せ
」
の
構

造
で
あ
り
、
自
ら
が
動
く
こ
と
な
く
、
誰
か
に
責
任
を
「
押
し
つ
け
」、「
お
ま
か
せ
」

し
、
少
し
で
も
自
分
の
意
に
染
ま
ら
な
け
れ
ば
あ
る
だ
け
の
ク
レ
ー
ム
を
言
い
張
る

と
い
う
の
で
す
。 

 

日
本
社
会
は
明
治
以
降
の
「
近
代
化
」
の
な
か
で
、
そ
れ
ま
で
家
族
や
地
域
社
会

で
担
っ
て
い
た
「
い
の
ち
の
世
話
」
を
社
会
全
体
で
行
な
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

か
つ
て
の
村
で
の
生
活
に
は
、
お
互
い
に
協
力
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
た
十
の

仕
事
が
あ
り
ま
し
た
。
出
産
の
手
助
け
、
看
病
、
改
築
・
葺
き
替
え
の
手
伝
い
、
消

火
、
水
害
時
の
助
け
合
い
、
成
人
式
・
結
婚
式
の
手
伝
い
、
埋
葬
と
追
善
法
事
の
手

伝
い
、
旅
行
の
世
話
で
す
（「
村
八
分
」
と
い
う
制
裁
は
、
こ
の
う
ち
消
火
と
埋
葬
を

除
く
八
つ
を
断
つ
こ
と
）。
し
か
し
今
あ
ら
た
め
て
身
の
周
り
を
顧
み
る
と
、
出
産
の

助
け
、
食
材
の
調
達
、
排
泄
物
の
処
理
、
病
や
傷
の
手
当
て
、
看
護
や
介
護
、
看
取

り
や
清
拭
・
埋
葬
と
い
う
よ
う
な
「
い
の
ち
の
世
話
」
を
現
代
の
人
々
は
ど
れ
だ
け

自
分
た
ち
の
手
で
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。「
い
の
ち
の
世
話
」
の
能
力
を
私
た
ち
は
ほ

ぼ
失
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
自
治
体
に
は
税
金
を
納
め
、
企
業
に
は
サ
ー
ビ
ス
料
を

支
払
い
な
が
ら
、
消
費
者
・
顧
客
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
私
た
ち
は
お
金

は
か
か
る
が
、
便
利
で
楽
に
な
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
そ
の
ぶ
ん
だ
け
、
私
た
ち
に

は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
、
右
往
左
往
し
、
自
立
す
る
こ
と
を
放
棄
し
、
国
家
や

自
治
体
に
身
を
委
ね
る
「
無
力
・
無
能
」
者
と
な
っ
た
の
で
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
苦
々
し
い
事
実
の
背
後
に
は
、
個
人
と
国
家
の
間
に
あ
る
地
域
社
会

や
職
業
社
会
と
い
っ
た
中
間
集
団
の
空
洞
化
と
い
う
事
態
が
あ
り
ま
す
。
か
つ
て
の

相
互
扶
助
を
担
っ
た
中
間
団
体
と
は
、
た
と
え
ば
、
家
族
、
町
内
、
氏
子
・
檀
家
、

会
社
、
組
合
な
ど
の
こ
と
で
す
。
こ
れ
ら
の
中
間
団
体
が
痩
せ
細
っ
た
と
き
、
個
人

は
自
分
た
ち
を
包
み
込
ん
で
い
た
「
保
護
膜
」
を
失
い
、
社
会
の
シ
ス
テ
ム
に
む
き

出
し
で
つ
な
が
る
ほ
か
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

五
十
年
ほ
ど
前
ま
で
は
、
寺
院
と
門
徒
は
強
い
紐
帯
で
結
ば
れ
、
疑
似
「
家
族
」

の
よ
う
な
間
柄
で
し
た
。
様
々
な
問
題
を
抱
え
て
い
た
と
は
い
え
、
寺
檀
制
度
は
中

間
団
体
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
は
徐
々
に
進
行

し
て
い
た
寺
檀
制
度
の
空
洞
化
に
「
致
命
的
」
と
も
い
え
る
打
撃
を
与
え
ま
し
た
。

か
ろ
う
じ
て
表
面
的
な
儀
礼
に
だ
け
結
ば
れ
て
い
た
関
係
も
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
で
、

い
と
も
ア
ッ
サ
リ
と
断
た
れ
て
い
き
ま
す
。 

 

十
万
円
の
生
活
給
付
金
が
「
無
力
・
無
能
」
感
を
克
服
し
て
い
く
も
の
と
な
る
と

は
思
え
ま
せ
ん
。
寺
院
が
今
一
度
、
人
間
の
自
立
を
促
す
場
所
と
し
て
再
生
す
る
日

が
く
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ふ
と
釈
尊
や
親
鸞
聖
人
が
現
代
に
お
ら
れ
た
ら
、
ど
う
生

き
よ
う
と
さ
れ
た
だ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。 

 

果
て
が
な
い
コ
ロ
ナ
禍
報
道
を
耳
に
し
な
が
ら
答
え
の
出
な
い
問
い
の
な
か
に
佇

む
日
々
で
す
。 

【
高
岡
教
区
僧
侶
宗
会
議
員 

公
文
名 

眞
】  
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ラジオ放送～西本願寺の時間～ 

『みほとけとともに』 
      北日本放送（ＫＮＢ）・７３８kHz. 
◎毎週土曜日（本 山 制 作）午前 6:15～6:25 
□第２・４日曜日（富山・高岡制作）午前 6:00～6:10 

◎５／23（土）：舟川 智也氏 

（本願寺派布教使・北豊教区京仲組両徳寺住職） 

「お寺 に出 会 って、仏 教 に出 会 って良 かった 」  

□５／24（日）：未   定 

（富山教区） 

◎５／30（土）：田坂 亜紀子氏 

（本願寺派布教使・山口教区美和組超専寺衆徒） 

「名 前 は電 波 にのってあなたに届 く」  

◎６／６（土）：田坂 亜紀子氏 

（本願寺派布教使・山口教区美和組超専寺衆徒） 

「名 前 に願 いをこめて」  

◎６／13（土）：田坂 亜紀子氏 

（本願寺派布教使・山口教区美和組超専寺衆徒） 

「寺 報 でつなぐ、伝 える」  

□６／14（日）：林 要昭氏 

（高岡教区） 

◎６／20（土）：田坂 亜紀子氏 

（本願寺派布教使・山口教区美和組超専寺衆徒） 

「お寺 での結 婚 式 をプランニング」  

【西本願寺高岡会館の常例法座】 

新型コロナウィルスの拡大に伴いの下

記の通り、常例法座を中止いたします。  

記  

５月１４日（金）中止  

６月１４日（日）中止  

７月１４日（火）中止  

８月１４日（金）中止  

９月１４日（月）中止  

以 上  

【西本願寺高岡会館５月の常例法座】 

ご講師：   小 川 眞 理 子  氏 

（ 岐 阜 教 区 ・ 等 光 寺 ） 

ご講題：『 御 同 朋 の ね が い 』 
午後１時２０分頃からビデオ上映、２時

からお正信偈六首引のお勤めです。どう

ぞお誘いあわせてお参りください。  

   
◇これからの日程（5/14～6/29）◇ 

 

 ５月 教区・財団行事 教化団体・組行事  

  

14 

25 

 

27 

29 

 

 

６月 

９ 

 

 

14 

常例法座（中止） 

教区実践運動研修会 

～26（中止） 

 

 

 

 

 

 

 

 

常例法座（中止） 

 

 

 

連区仏婦大会（延期） 

B 講社打ち合わせ（石

川）（中止） 

 

 

講社総会（中止） 

B 組長会打ち合わせ会

（石川）（中止） 

 

 

     

     

      

    

☆お知らせ☆ 

『法輪せんべい』販売について 
お茶菓子やご法事・ご法座の折のお扱いにいかが

でしょうか。お申し込み先は下記のとおり。 

FAX.でのお申し込みも承ります。どうぞご利用下

さい。 

一袋二枚入りで価格は次の通り 
・特大箱（１７０袋）１０，０００円 

 

・１ 組 （１０袋）   ６００円 

お申込み先は・・・高岡市東上関４４６ 高岡教務所内 

（寺族青年会担当） 

Tel.(050)5587-7708（代表）  

Fax.(0766)21-5152      

 


